
る
な
ど
、

開
催
し
て
い

すで
八
回
目
。

額
昼

ホ

一―
な
ど
七
十

展
し
、
新
製

を
展
蚕
り
る

性
の
一局
い
商

）あ
り
、
実
演

ト揺

さ
せ
た
い

て
う
で
、
今
回

一な
っ
た
わ
け

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
鉛
筆
」
は
、

青
き
心
地
と
シ

の
手
軽
さ
を

し
て
、
詩

人
の
趣
味
を

固ヽ
定
し
て
書
　
年
代
を
中
心
に
好
評
を
得
て
い
　
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

一
っ
た
が
、
当
　
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
題
。
そ
こ
で
も

っ
と
鉛
筆
に

一的
な
筆
記
具

　

さ
ら
に
今
星
上
旬
に
は
、
従
　
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
お
う

いヽ
た
こ
と
も
　
来
の
ナ
チ

ュ
ラ
ル
な
軸
色
に
加
　
と
、　
一
昨
年
二
月
に
は
工
場
の

主
チ

ず

、
わ

え
、
二窟

］、
馨
色
、
里
雀

の

二

隣
に
鉛

霊

言

品

設

「墓

示
ペ

蒲

し
て
し
ま
　
色
を
艶
消
し
に
仕
上
げ
た

「大
　
ン
シ
ル
ラ
ボ
」
（東
京
都
葛
飾

左
た
だ

は
ノ
　
人
の
鉛
筆

彩
～
・・
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
　

区
四
つ
木

一
―

壬

ニ
ー

一
こ

″ダ
ー
を
出
し
　
ｒ
ｉ
～
」
を
発
売
し
、
ラ
イ
ン
　
を
開
設
。
こ
れ
ま
で
に
二
万
人

蓑
理
を
中
止
し
　
ア
ッ
プ
を
強
化
、
さ
ら
な
る
売
　
が
来
場
す
る
人
気
ス
ポ

ッ
ト
に

ｖ
髪
谷
社
長
は
　
り
上
げ
拡
大
を
狙

っ
て
い
る
。
　

な

っ
て
い
る
と
い
う
。

ノ
か
ノ
ー
カ
ッ
　
　
と
は
い
え
、
同
社
の
売
り
上
　
　
「鉛
筆
は
絶
対
人
を
裏
切
ら

キ

ツ
ズ

デ

ザ

イ

ン
六

鐸

ウェ

キ
ツ
ズ
デ
ザ
イ
ン
協
議
会

（本
部
東
一尽

和
田
勇
会
長
）

は
、
五
日
か
ら

「第
６
回
キ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
応
募
受
付

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（Ｆ
Ｃ
¨ヽ
ヽ

どくどで́
く
澪
【Ｑ
∽Ｑ
①
∽い∞
●
”ぞく”
「

Ｑ
」も
）ヽ
で
開
始
¨
昨
年
同
様
、

経
済
産
業
大
臣
賞
な
ど
七
本
の

大
臣
賞
が
設
定
さ
れ
て
お
２

今
年
娃
像
皿（支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
募
集
す
る
。
応
募

締
め
切
り
は
五
月
七
日
ま
で
。

げ
の
九
〇
―
九
五
％
は
鉛
筆
が

占
め
て
お
り
、
鉛
筆
の
霊
安
を

ゆ
と
り
の
あ
る
世
代
に
人
気

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
昨
年

同
様
、
三毬
優
秀
賞
に
は
経
済
産

業
大
臣
賞
＾
少
子
化
対
策
担
当

△
皇
具

ｗ墾
曇
錆
一当
△
詈

の
計
七
本
の
大
臣
賞
を
設
定
②

昨
年
の
東
日
本
人
震
災
の
被
災

地
へ
の
子
ど
も
視
点
を
持
っ
た

復
興
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
広
く
募
集
③
引
き
続
き
、

一
般
生
活
者
の
方
々
か
ら
身
の

回
り
の
子
ど
も
目
線
に
優
れ
た

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
キ
ッ
ズ
デ

な
い
」
と
は
杉
谷
社
長
の
回

癖
¨
他
の
筆
記
具
は
い
ざ
書
こ

麟
潔

う
と
す
る
と
書

け
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
鉛
筆

は
芯
が
出
て
い

れ
ば
必
ず
童
一け

る
と
い

，ュ
暴

だ
と
い

，■

そ

の
を
爪
感
が
鉛

筆
の
魅
力
で
も

あ
る
。
「大
人

の
鉛
筆
」
で
鉛

筆
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
大
人

が
人（展
写
魚
甲
え

そ
う
だ
。

ン
」
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
同
時

展
開
、
の
三
点
¨

キ
ツ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
は

「子

ど
も
た
ち
の
安
全
。
安
心
に
貢

献
す
る
デ
ザ
イ
ン
」
「
子
ど
も

た
ち
の
創
造
性
と
未
来
を
拓
ぐ

デ
ザ
イ
ン
」
そ
し
て

「子
ど
も

た
ち
を
産
み
育
て
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ

ン
２

一ノ
ザ
ィ
ン
ミ
ツ
シ
ョ
ン
を

金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
ノ

ー
ト
が
認
証
受
け
る

木
阪
賞
文
堂

地
昴
昇
市
２
会
品
屋

魚
ち
ょ

，つち
ん
」
を
斬
新
な
ア

ザ
イ
ン
で
モ
チ
ー
フ
に
し
、
木

木
阪
社
長

（左
か
ら
二
人
目
）

川
村
八
郎
常
務
が

新
社
長
に
昇
任

マ
ッ
ク
ス

マ
ッ
ク
ス

宋
社
墓
尽

〓
一

井
田
孝
嗣
社
長
）
は
、
十
二
日

開
催
の
取
締
役
会
で
代
表
取
締川村八郎新社長

ツ
ズ
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ク
」
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

詳
細
の
間
い
合
わ
せ
は
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
、
も
し
く
は
第

６
回
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
応

募
事
務
局

（容
０
３
１
３
５

４
９
１
ё
５
０
５
、
問
い
合

わ
せ
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｎ
Ｏ
Ｈ
い
パ
一Ｑ
∽
６
）パ
一０
∽
Ｑ
①
∽
い∞
●

」ｏ
）
ま
で
。

阪
賞
文
堂

（木
阪
泰
之
社
長
）

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
企
画
・制
作
・

販
売
し
て
い
る

「人笠
急
ち
ょ
う

ち
ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
が
柳
丼

市
が
行
っ
て
い
る
地
域
認
証
事

業
の
認
証
を
受
け
た
。

大
手
メ
ー
カ
ー
に
は
頼
ら

ず
、
全
て
地
元
業
者
で
企
画
。

制
作
し
た
も
の
で
、
表
紙
一異
に

は
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
の
歴
史
・

由
来
を
日
杢
澁”と
英
一詰
で
表
記

し
、
地
元
市
民
は
も
と
よ
り
、

お
一手
頃
価
格
ｂ
士
伝
っ
て
観
光

客
か
ら
の
評
判
も
上
々
。
毎
月

五
百
冊
程
度
の
ペ
ー
ス
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
三
サ
イ
ズ
、
各

五
色
で
展
咀

役
の
異
動
を
決
議
（
四
月
一
日

年
に
執
行
役
員
に
就
任
、
以
後

取
締
役
、常
務
取
締
役
を
経
て
、

今
回
社
長
に
就
任
す
る
。

遠
藤
武
事
業
本
部

長
が
取
締
役
就
任

マ
ル
ア
イ

マ
ル
ア
イ
↑
翁
隻
山
八
代
郡
、

村
熟
笠
凛
哉
群
宣
も

の
伴
賢
治
取

締
役
が
二
月
二
十
九
日
付
で
退

任
。
後
任
の
取
締
役
に
は
、
遠

藤
武
紙
製
品
彗
業
本
部
長
が
就

任
し
た
。

本
社
事
務
所
を

２‐
日
付
で
移
転

丸

　

　

善

左
書
盆
衣
翁
籍
」こ

は
、

本
社
事
務
所
を
次
の
通
り
、
移

転
、
二
十
一
日
な
金
基
黎
を
開

始
す
る
。
移
醸
羅
望
木は
十
二
ハ
日

午
後
五
時
か
ら
。
移
転
作
業
終

了
ま
で
不
通
に
な
る
が
、一晏
唄

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
史
は
な
い
。

▽
新
所
在
地
＝
〒
１
０
５

‐１
０
０
２
２
東
京
都
港
区
海

岸
一
―
‐九
―
上
八
国
際
浜
松

町
ビ
ル

ポスター・POPO写真
メニュー・教材など
使つて便利な。三

世紀を越えたベス トセラー

製造発競霜認(::J「引ヨ言

(有)木阪賞文堂
長方形


